
14 1st 16
12 2nd 10

8 3rd 14

11 4th 12

－

No. 出場 得点 3P 2P FT Ｆ No. 出場 得点 3P 2P FT F

4 × 8 2 1 0 1 4 × 19 1 7 2 2

5 × 23 0 9 5 3 5 × 10 0 3 4 0

6 × 10 0 4 2 4 6 × 2 0 1 0 1

7 DNP 0 0 0 0 0 7 DNP 0 0 0 0 0

8 DNP 0 0 0 0 0 8 × 2 0 1 0 4

9 DNP 0 0 0 0 0 9 DNP 0 0 0 0 0

10 DNP 0 0 0 0 0 10 DNP 0 0 0 0 0

11 / 0 0 0 0 0 11 DNP 0 0 0 0 0

12 × 4 0 2 0 2 12 / 0 0 0 0 3

13 × 0 0 0 0 0 13 DNP 0 0 0 0 0

14 DNP 0 0 0 0 0 14 DNP 0 0 0 0 0

15 DNP 0 0 0 0 0 15 DNP 0 0 0 0 0

16 DNP 0 0 0 0 0 16 DNP 0 0 0 0 0

17 DNP 0 0 0 0 0 17 × 9 0 4 1 0

18 DNP 0 0 0 0 0 18 / 10 0 5 0 1

45 2 16 7 10 52 1 21 7 11

×…スターター　/…出場　DNP...未出場　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　　F…ファウル

工藤　ひとみ

長谷川　葵

寺田　風香

選　手　氏　名

齊藤　可怜(CAP)

里内　明日香

下間　ほのか

田中　優歩

中江　美友

藤　朱音

BOXスコア

TEAM  A 城南

野山　裕唯

京都精華

浅利　千

長谷川　美加

松尾　祥花

松田　洸華

平澤　美奈

瀬川　心暖

沢木　真紘

小田原　芹梨花

加藤　里菜

祢宜　くるみ

工藤　そら

松田　春佳

木村　美麗

櫻井　茉絋

記載者 中村　久美子 （所属）

西村　有未

　両チームハーフマンツーDefでスタート。硬さが見られたが京都精華が＃５のフリースローを皮切りに＃１７、＃４の速攻で６得点。
ここで城南のタイムアウト。この後、城南は＃４のインサイドプレー、＃５のドライブなどで得点を重ねる。一方、京都精華が＃１７、＃
５のドライブで得点。１Ｑ終了間際、城南＃５がカウント１スローを決め、城南１４－１６京都精華とする。２Ｑは城南の＃５のインサイ
ドプレイ。＃４の３Ｐで開始２分後に逆転。＃５のドライブなどで城南２２－１８京都精華とリードに転じる。その後京都精華の＃１８の
リバウンドシュート、＃４の３Ｐ等で２点差にまで追い上げ、残り数秒で＃４のインターセプトからの速攻で２６－２６の同点とし、前半
終了。
　３Ｑ開始後城南は＃５、＃６がシュートを試みるが決まらず、ターンオーバーからの速い攻めで京都精華が先取。その後も城南のミ
ス等から京都精華＃５のミドルシュート＃１８のリバウンドシュートなど連続得点で残り３分３０秒で、京都精華３６－２６城南となり、
城南のタイムアウト。再開後城南は＃６のピックアンドロールからの得点、＃５のドライブやファウルを誘ってのフリースロー等で追い
上げを図る。京都精華は＃４がミドルシュートで得点を重ね、城南３４－４０京都精華で３Ｑ終了。４Ｑ、京都精華はチェックの厳しい
Defでボールを奪い、＃４の速いボール運びで展開。オールコートマンツーDefに転じる。城南は＃５がドライブでのバスケットカウン
トやチームファウルでの２スロー、＃４の２Ｐシュートなどで対抗したが、京都精華も＃１８がリバウンドを支配。＃４のミドルシュート
等が要所で決まり、京都精華５２－４５城南で試合終了。京都精華がベスト４に名乗りを挙げた。

荻田　美

柴田　柚菜佐々木　星來

太神　姫花

福井県バスケットボール協会

戦　　評

合計

山本　綱義
合計

コーチコーチ 大塚　祐介

高橋　未来(CAP)

TEAM  B

○(秋田) ●

TEAM  B

選　手　氏　名

城南 京都精華

(京都)

45

TEAM  A
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大会名
平成２８年度全国中学校体育大会
第４６回全国中学校バスケットボール大会

コート

カテゴリー

 大野市エキサイト広場体育館

2016年8月24日(水)

ＯＡコート　第４試合

会　　場

日　時 14:30

得点経過

森田　将史

岩本　涼子

女　決勝トーナメント２回戦

副審

主審 （なし）

（なし）
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